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■これまで明らかにされることが少なかった、子どものＩＣＴ利活用に係る保護者の現状認識や子供 
 への期待・不安、並びに家庭における対応状況等を把握することとして、 
■総務省情報通信政策研究所と、東京工業大学 清水康敬名誉教授、尚美学園大学 小泉力一教授 
 との共同研究として、本調査を実施 
■ 調査方法 ： 小学生～高校生までの子どもを持つ保護者を対象とするWebアンケート 
■ 調査期間 ： 平成26年2月26日～3月3日(予備調査)  ／ 3月4日（火）～3月7日(金) 
■ サンプル  ： 下記4,800サンプルを調査会社Webアンケートモニターより抽出 
 
 
 
 
 

サンプル区分 サンプルサイズ 
小学1年生～高校3年生（12学年）の 
各学年の第一子（男子）をもつ保護者 200 × 12 ＝ 2,400 （各200サンプル・学年別12カテゴリ） 

小学1年生～高校3年生（12学年）の 
各学年の第一子（女子）をもつ保護者 200 × 12 ＝ 2,400 （各200サンプル・学年別12カテゴリ） 

合計 4,800 

※Web調査のため、回答結果に一定の偏りがある可能性がある点に 
    留意が必要 
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